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この度、学校法人藍野大学は、学校法人明浄学院（大阪府泉南郡熊取町）が運営する明浄学院高等学

校（大阪市阿倍野区文の里）を支援し、相互に一層の教育研究活動を発展させることを目的に、２０２

２（令和４）年４月より明浄学院高等学校は、学校法人藍野大学を運営母体として設置者を変更するこ

とで合意し、２０２０（令和２）年８月２０日付で支援契約の締結をいたしましたので、その概要につ

いてお知らせ申し上げます。 

 現在、学校法人藍野大学の校地校舎は３つのキャンパスに分かれており、１．大阪茨木キャンパス

（藍野大学大学院[看護学研究科]、藍野大学 [医療保健学部：看護学科・理学療法学科・作業療法学

科・臨床工学科]、藍野大学短期大学部[第一看護学科]、藍野高等学校[衛生看護科]）、２．大阪富田林
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キャンパス（藍野大学短期大学部[第二看護学科]）、３．びわこ東近江キャンパス（びわこリハビリテー

ション専門職大学[リハビリテーション学部：理学療法学科・作業療法学科]）、滋賀医療技術専門学校

[理学療法学科・作業療法学科]）を有しています。そこに、２０２２（令和４）年４月から明浄学院高

等学校の大阪阿倍野キャンパスが加わり４キャンパス体制となります。 

 今後、明浄学院高等学校の運営においては、地域に根ざしたお互いの建学の精神、教育理念の理解の

もと、それぞれの強みを活かし、藍野高等学校との「高校間連携」「学科間連携」や、藍野大学・びわこ

リハビリテーション専門職大学・藍野大学短期大学部との「高大接続・連携」により、明浄学院高等学

校生徒の進路へのモチベーションを高め、知識や技能だけでなく、思考力・判断力・表現力を多面的か

つ総合的に評価できる教育体制を確立し、これらの能力を育成するための「幅広い学びの場と交流の

場」として、２０２４（令和６）年４月、現在の明浄学院高等学校の校地に新校舎建設等の教育環境の

充実を図り、生徒の多様性をめぐる課題に適切に応える教育を目指します。また、教学と経営に係る各

部署間の連携協力や教員と職員との協働の促進を図って参ります。 

 

学校法人藍野大学は、２０１８（平成３０）年に創基５０周年を迎えました。その間、「藍野グループ

の協創」をテーマとして、大学・病院・社会福祉施設がともに組織を広げて連携し、幅広い社会課題の

解決に取込み、その理論と実践を架橋させる教育力が本学の強みであると自負しております。 

この度、その成果を取り纏めた「学校法人藍野大学 統合報告書二〇一九 協創レポート」を２０２０

（令和２）年２月に発行しておりますので下記のＵＲＬからご笑覧頂ければ幸甚に存じます。 

末筆になりますが、学校法人藍野大学は、さらなる５０年に向け、新たな社会的価値の創出に努め、

地域社会の発展に貢献できる学校法人運営に努めて参ります。 

皆様に於かれましては、引き続きご理解とご支援を賜りますよう衷心よりお願い申し上げます。 

 

【連絡先】 

学校法人藍野大学 法人事務局 総務センター（担当者）岡山 

電話：072-621-3764 FAX：072-621-3756 E-mail：info@aino.ac.jp 

「学校法人藍野大学 統合報告書二〇一九 協創レポート」http://www.aino.ac.jp/integratedreport/ 
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